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公益財団法人　こしじ水と緑の会

次
世
代
に
つ
な
ぐ
活
動

�

専
務
理
事　

松
井 

進
一

　

皆
様
に
は
心
新
た
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
社
会
活
動

の
中
止
、
自
粛
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会

で
は
自
然
学
校
な
ど
大
部
分
の
事
業
活
動

が
中
止
、
理
事
会
は
リ
モ
ー
ト
参
加
も
で

き
る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
自

然
保
護
助
成
基
金
成
果
発
表
会
は
、
活
動

さ
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
や
成
果
を
お
聞
き

し
、
交
流
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
場
で
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
20
年
続
い

た
発
表
会
は
開
催
で
き
ず
、
成
果
発
表
集

の
発
行
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
平
常
の
活
動
が
で
き

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
会
は
２
０
０
１
年
の
設
立
当

初
よ
り
、「
身
近
な
自
然
環
境
を
守
り
次

世
代
に
つ
な
ぐ
活
動
」
を
目
的
と
し
て
次

の
六
つ
の
公
益
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

⑴　
�

こ
し
じ
水
と
緑
の
会
・
朝
日
酒
造
自

然
保
護
助
成
基
金
事
業

⑵　

�

身
近
な
里
山
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ

ト
１
０
０
０
調
査
事
業

⑶　

�

渋
海
川
の
環
境
保
全
の
あ
り
方
を
考

え
る
調
査
研
究
事
業

⑷　

水
と
緑
の
自
然
学
校
開
催
事
業

⑸　

�

情
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

事
業

⑹　

�

里
山
の
保
全
と
活
用
機
会
を
伝
え
広

げ
る
事
業

　

最
近
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・

ジ
ー
ズ
）
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
れ
は
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
」
で
あ
り
、
２
０
３
０
年
の

目
指
す
べ
き
世
界
の
姿
を
17
個
の
目
標
で

表
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
目
標
15
．
陸
の

豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
は
当
会
の
公
益
事
業

の
目
指
す
方
向
で
す
。

　

我
々
人
間
は
森
林
や
山
地
、
川
や
湖
、

湿
地
な
ど
の
様
々
な
生
態
系
、
そ
し
て
そ

こ
に
棲
む
多
様
な
生
き
物
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
今
日
ま
で
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
世

の
中
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ
生
き
物
た
ち

の
棲
み
処
が
減
り
、
美
し
い
自
然
の
風
景

が
失
わ
れ
、
風
土
ま
で
も
が
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
会
は
２
８
５
件
の
個
人
・

団
体
の
皆
様
へ
新
潟
県
内
の
自
然
保
護
活

動
に
対
し
て
助
成
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
地
道
な
活
動
の

積
み
重
ね
が
水
と
緑
を
豊
か
に
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
指
す
べ
き
姿
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
一
層
の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

東洋一と言われる守門岳の大雪庇（新潟県魚沼市・三条市・長岡市）
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公益財団法人　こしじ水と緑の会

2022（令和４）年１月15日　第65号- 2

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
第
12
期
は

次
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
．
助
成
事
業

　

「
第
20
回
こ
し
じ
水
と
緑
の
会
・
朝
日

酒
造
自
然
保
護
助
成
基
金
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
公
募
を
行
い
、
選
考
委
員
会
で
決

定
さ
れ
た
９
件
に
対
し
て
、
計
２
，
４
４

８
，
０
０
０
円
の
資
金
助
成
を
行
い
ま
し

た
。
第
18
回
助
成
事
業
成
果
発
表
会
は
開

催
せ
ず
、
成
果
発
表
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

２
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

 

１
０
０
０

　

本
事
業
は
、
朝
日
城
の
森
周
辺
地
の
生

き
物
調
査
を
継
続
し
て
行
う
も
の
で
す
。

①　

鳥
類
調
査

　

通
常
越
冬
期
２
日
間
、
繁
殖
期
２
日
間

行
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
２
０
２
１
年
６
月
に
繁
殖
期

の
１
回
の
み
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

②　

植
物
調
査

　

２
０
２
０
年
10
、
11
月
、
２
０
２
１
年

６
～
８
月
に
毎
月
１
回
、
新
潟
県
自
然
観

察
指
導
員
の
会
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

植
物
の
開
花
結
実
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

３
．
河
川
環
境
の
調
査
研
究

　

２
０
２
１
年
９
月
４
日
に
、「
こ
し
じ

水
と
緑
の
会
研
究
報
告
第
１
号
～
渋
海
川

の
魚
類
相
～
」
を
テ
キ
ス
ト
に
「
里
山
・

里
川
の
動
物
相
」
の
講
座
を
計
画
し
ま
し

た
が
、
長
岡
市
の
コ
ロ
ナ
特
別
警
報
発
令

の
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
。

４
．
水
と
緑
の
自
然
学
校

　

環
境
教
育
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
期
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
２
回
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

①　

酒
林
づ
く
り
体
験

　
　

（
２
０
２
０
／
10
／
24
）
参
加
７
名

②　

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

　
　

（
２
０
２
１
／
５
／
９
）
参
加
21
名

③　

草
花
遊
び

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

④　

昆
虫
観
察
会

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

５
．
情
報
発
信
・
普
及
啓
発

①　

「
こ
し
じ
水
と
緑
の
会
情
報
誌
」
第

60
号
～
63
号
ま
で
発
行
し
ま
し
た
。

②　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
情
報
量
を
増
や
し
、
今
ま

で
の
植
物
調
査
結
果
な
ど
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

６
．
里
山
の
保
全
・
活
用

①　

越
路
の
森
を
会
場
に
「
春
の
里
山
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

（
２
０
２
１
／
４
／
24
）
参
加
16
名

　
　

講
師　

渡
辺
茂
氏

②　

里
山
自
然
教
室

　
　

里
山
の
自
然
を
座
学
で
学
ぶ
講
座
を

緑
の
家
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

・
雪
と
の
つ
き
あ
い
方

　
　

（
２
０
２
１
／
２
／
６
）
参
加
７
名

　
　

講
師　

山
下
克
也
氏
（
雪
氷
防
災
研

究
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員
）

　

・
秋
の
草
花

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

③　

朝
日
城
の
森
の
草
刈
な
ど
の
森
林
保

全
管
理
を
事
務
局
に
て
行
い
ま
し
た
。

④　

越
路
の
森
の
植
生
調
査
お
よ
び
自
然

観
察
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

（
公
財
）こ
し
じ
水
と
緑
の
会

第
12
期
事
業
報
告

（
２
０
２
０
年
10
月
１
日
～

２
０
２
１
年
９
月
30
日
）

ツリークライミング体験



2022（令和４）年１月15日　第65号- 3

公益財団法人　こしじ水と緑の会

第12期　決算
（2020年10月1日～2021年9月30日）

収入の部� （単位：円） 支出の部� （単位：円）

科　　目 決算額

１　基本財産運用収入 1,695,043

２　会費収入 1,376,000

３　補助金等収入 4,791,448

４　雑収入 72,736

経常収益計 7,935,227

科　　目 決算額

１　事業費支出 4,317,594

（公１）助成事業費支出 2,418,953

（公２）モニタリングサイト1000調査研究費支出 22,430

（公３）渋海川調査費支出 0

（公４）自然学校運営費支出 436,196

（公５）ＨＰ及び情報誌等発信費支出 600,146

（公６）里山活用モデル事業費支出 839,869

２　管理費支出 6,283,896

経常費用計 10,601,490

当期経常増減額 △ 2,666,263

財　産　目　録
（2021年9月30日現在）

【資産の部】� （単位：円）
１　流動資産
　　　普通預金� 8,872,746�
　　　未収金� 0
　　　流動資産合計� 8,872,746
２　固定資産
　（１）基本財産
　　　普通預金� 23,884,497
　　　定期預金� 37,044,000
　　　有価証券� 68,150,000
　　　土地� 115,312,597
　　　　　基本財産合計� 244,391,094
　（２）特定資産
　　　山林取得積立預金� 15,174,001
　　　　　特定資産合計� 15,174,001
　（３）その他固定資産
　　　　　その他固定資産合計� 31,553,232
　　　　　固定資産合計� 291,118,327
資産合計� 299,991,073

【負債の部】� （単位：円）
１　流動負債
　　　前受金� 4,000
　　　未払金� 25,435
　　　　　流動負債合計� 29,435
負債合計� 29,435

正味財産� 299,961,638



公益財団法人　こしじ水と緑の会

2022（令和４）年１月15日　第65号- 4

　

第
13
期
は
、
法
人
運
営
の
持
続
可
能
性

に
配
慮
し
な
が
ら
、
各
公
益
事
業
の
着
実

な
実
施
に
努
め
ま
す
。

１
．
助
成
事
業

　

「
第
21
回
こ
し
じ
水
と
緑
の
会
・
朝
日

酒
造
自
然
保
護
助
成
基
金
」
を
実
施
し
ま

す
。
本
助
成
事
業
は
、
公
募
を
行
い
選
考

委
員
会
で
決
定
す
る
も
の
で
、
新
潟
県
内

で
の
実
践
活
動
や
調
査
研
究
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

２
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

 

１
０
０
０

①　

鳥
類
調
査

　

越
冬
期
お
よ
び
繁
殖
期
の
調
査
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

②　

植
物
調
査

　

積
雪
期
を
除
き
、
基
本
的
に
毎
月
１
回
、

新
潟
県
自
然
観
察
指
導
員
の
会
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

３
．
河
川
環
境
の
調
査
研
究

　

「
研
究
報
告
第
１
号
～
渋
海
川
の
魚
類

相
～
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、
里
山
・
里
川
の

生
き
も
の
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

４
．
水
と
緑
の
自
然
学
校

　

環
境
教
育
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、
朝
日
城

の
森
な
ど
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

①　

酒
林
づ
く
り
体
験

　
　

�

（
２
０
２
１
／
10
／
23
実
施
、
参
加

11
名
）

②　

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

　
　

（
２
０
２
２
／
５
／
中
旬
予
定
）

③　

草
花
遊
び

　
　

（
２
０
２
２
／
６
／
中
旬
予
定
）

④　

昆
虫
観
察
会

　
　

（
２
０
２
２
／
８
／
下
旬
予
定
）

５
．
情
報
発
信
・
普
及
啓
発

①　

�

当
法
人
の
活
動
な
ど
の
情
報
を
伝
え

る
た
め
、
情
報
誌
を
年
４
回
発
行
し

ま
す
。

②　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
更
新
に
努
め

ま
す
。

６
．
里
山
の
保
全
・
活
用

①　

�

里
山
の
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る

「
春
の
里
山
に
親
し
む
会
」（
２
０
２

２
／
４
／
下
旬
予
定
）
を
「
越
路
の

森
」
に
て
開
催
し
ま
す
。
自
然
観
察

を
通
し
て
自
然
に
親
し
み
、
里
山
の

自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提

供
し
ま
す
。「
越
路
の
森
」
の
公
益

目
的
利
用
の
一
つ
と
し
ま
す
。

②　

�

朝
日
城
の
森
の
草
刈
作
業
な
ど
の
定

期
管
理
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
所

有
す
る
山
林
の
植
物
の
現
況
調
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。

③　

�

「
越
路
の
森
」
の
公
益
利
用
の
一
つ

と
し
て
植
生
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
デ
ー
タ
は
将
来
的
に
公
開
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
デ
ー
タ
を
蓄
積
し

ま
す
。

④　

�

「
緑
の
家
」
を
会
場
に
、
里
山
の
自

然
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る
公
開
講

座「
里
山
自
然
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
期
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
公
財
）こ
し
じ
水
と
緑
の
会

第
13
期
事
業
計
画

（
２
０
２
１
年
10
月
１
日
～

２
０
２
２
年
９
月
30
日
）

春の里山に親しむ会

里山自然教室「雪とのつきあい方」 ユキツバキのぞうり（春の里山に親しむ会）



2022（令和４）年１月15日　第65号- 5

公益財団法人　こしじ水と緑の会

第13期　予算
（2021年10月1日～2022年9月30日）

科　　目 予算額

１　基本財産運用収入 1,695,000

２　会費収入 1,320,000

３　補助金等収入 6,500,000

４　雑収入 150,000

経常収益計 9,665,000

科　　目 予算額

１　事業費支出 5,810,000

（公１）助成事業費支出 3,210,000

（公２）モニタリングサイト1000調査研究費支出 200,000

（公３）渋海川調査費支出 60,000

（公４）自然学校運営費支出 710,000

（公５）ＨＰ及び情報誌等発信費支出 690,000

（公６）里山活用モデル事業費支出 940,000

２　管理費支出 6,790,197

経常費用計 12,600,197

当期経常増減額 △ 2,935,197

収入の部� （単位：円） 支出の部� （単位：円）

当会の活動とSDGｓ

　当財団は、公益事業を行うことでSDGｓのゴール達成に向けて取組んでいます。持続可能なより良
い世界を目指すために、2022年も活動を進めて参ります。

GOAL 公益事業
４ 質の高い教育をみんなに 公1助成事業、公4水と緑の自然学校
14 海の豊かさを守ろう 公1助成事業
15 陸の豊かさも守ろう 6つの公益事業すべて
17 パートナーシップで目標を達成しよう 公1助成事業
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新役員のご紹介
役員の改選がありましたのでご報告いたします。今期より新たな理事２名をお迎えしました。

〇理事（11名）
・理事長　　　平 澤 　 修�（朝日酒造株式会社　顧問）
・専務理事　　松 井 進 一
・理事　　　　浅 野 　 透�（森林研究・整備機構　理事長）
・理事（新任）五 十 嵐 実�（日本自然環境専門学校　学校長）
・理事　　　　及　川　紀久雄�（新潟薬科大学名誉教授）
・理事　　　　大 熊 　 孝�（新潟大学名誉教授）
・理事　　　　粕　谷　与止男�（元岩手県立大学教授）
・理事（新任）紙 谷 智 彦�（新潟大学名誉教授）
・理事　　　　平 澤 　 聡�（朝日酒造株式会社　非常勤取締役）
・理事　　　　平　澤　新太郎�（朝日酒造株式会社　取締役地域事業担当部長）
・理事　　　　山 本 麻 希�（長岡技術科学大学准教授）

〇監事（2名）
・監事　　　　藤 井 英 雄�（パートナーズプロジェクト税理士法人　代表社員）
・監事　　　　中 山 　 隆�（中山綿業株式会社　代表取締役社長）

活動報告　「2021/10/23酒林づくり体験」
杉葉の爽やかな香りに包まれながら、2021年も「酒林づくり体験」を無事に開催することができました。

　新しい「酒林」は新酒
のできた印です。2021年
は全国的にコロナウイル
スの感染拡大が止まらず、
長岡市でもコロナ特別警
報が発令されました。開
催できるか不安な状況で
はありましたが、多くの
方にご参加いただき、今
年も素敵な酒林ができま
した。
　講師をつとめていただ
いた朝日酒造製造部醸造
課の西脇久史さん、横山
和人さんありがとうござ
いました。この場を借り
て御礼申し上げます。
� （事務局）



2022（令和４）年１月15日　第65号- 7

公益財団法人　こしじ水と緑の会

助成先紹介
人
と
里
山
の
よ
り
良
い

�

関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

越
の
里
山
倶
楽
部

専
務
理
事　

河
合
佳
代
子

　

越
の
里
山
倶
楽
部
は
『
人
と
里
山
の
良

き
関
係
を
取
り
戻
す
た
め
「
雪
国
の
里

山
」
の
自
然
を
守
り
育
て
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
に
里
山
の
魅
力
と
大
切
さ
を
伝

え
て
い
き
ま
す
』
と
宣
言
し
平
成
17
年
12

月
に
設
立
、
翌
年
５
月
に
法
人
登
録
し
た

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
す
。

　

現
在
の
主
な
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
は
長
岡

市
に
あ
る
国
営
越
後
丘
陵
公
園
里
山
フ
ィ

ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。
越
後
公
園

管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
受
託
を
受
け
、
里

山
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る
田

畑
の
管
理
、
保
全
作
業
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル

ド
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
の
利
活
用
と
し
て
行
っ
て
い
る
主
な

体
験
イ
ベ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・�

季
節
ご
と
の
「
里
山
ガ
イ
ド
」
や
、
毎

月
１
回
開
催
す
る
自
然
を
感
じ
な
が
ら

歩
く
「
里
山
自
然
感
察
会
」

・�

生
き
も
の
と
の
ふ
れ
あ
い
を
演
出
す
る

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」「
田
ん
ぼ

の
生
き
も
の
観
察
会
」「
ホ
タ
ル
観
察

会
」「
昆
虫
観
察
会
」「
昆
虫
標
本
づ
く

り
」「
き
の
こ
観
察
会
」

・�

江
戸
時
代
の
建
物
を
移
築
し
た
茅
葺
き

屋
根
の
古
民
家
に
お
い
て
は
「
ゼ
ン
マ

イ
も
み
体
験
」「
ワ
ラ
ほ
う
き
作
り
」「
干

し
柿
づ
く
り
」「
古
民
家
囲
炉
裏
端
の

お
話
会
」

・�

里
山
の
文
化
に
ふ
れ
る
「
笹
だ
ん
ご
づ

く
り
」「
草
木
染
め
体
験
」「
カ
イ
コ
の

飼
育
と
展
示
解
説
」

　

特
に
田
ん
ぼ
は
、
無
農
薬
・
有
機
栽
培

を
基
本
と
し
、
多
様
な
生
き
物
と
共
存
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
田
ん

ぼ
の
生
き
物
観
察
な
ど
で
は
多
く
の
カ
エ

ル
類
（
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ
ガ
エ
ル
、
ア

カ
ガ
エ
ル
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、
シ
ュ
レ

ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
）
を
採
集
し
て

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
種
水
生

生
物
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
学
校
団
体
の
学
び

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

地
元
農
家
の
指
導
の
も
と
、
一
緒
に
田
ん

ぼ
作
業
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
里
山
協
力
隊
」
が
あ
り
、
30
名
ほ
ど
の

皆
さ
ん
と
春
の
溝
き
り
か
ら
田
植
え
、
草

取
り
、
稲
刈
り
、
は
ざ
掛
け
を
し
て
天
日

干
し
の
お
米
を
作
る
田
ん
ぼ
を
整
備
し
て

い
る
の
で
す
。

　

日
本
の
原
風
景
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
里

山
は
、
長
い
時
間
か
け
て
地
域
の
人
が
自

然
と
寄
り
添
い
な
が
ら
作
り
上
げ
て
き
た

自
然
環
境
で
す
。「
雪
国
里
山
」
の
自
然

環
境
は
特
有
の
文
化
と
人
々
の
豊
か
な
感

性
も
育
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
環
境
は
多

く
の
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
そ
の
里
山
環
境
を
多
く
の
人

に
利
用
し
て
も
ら
い
、
遊
び
、
学
び
の
機

会
を
作
り
出
す
こ
と
が
里
山
を
守
り
、
育

て
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

昨
今
話
題
に
も
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
里
山
の
活
動
は

「
３
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」「
４

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」「
５
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」「
15
陸
の
豊
か

さ
も
守
ろ
う
」「
17
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う
」
な
ど
に
も
あ
て
は

ま
る
で
し
ょ
う
。

　

懐
か
し
い
だ
け
で
は
な
い
、
未
来
的
思

考
で
雪
国
里
山
に
関
わ
り
、
里
山
の
生
き

物
、
文
化
、
知
恵
を
次
世
代
に
渡
す
た
め

の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
代
が
も
う
少
し
続
き
そ
う
で
す
が
、

里
山
で
一
緒
に
汗
か
き
、
学
び
、
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
自
然
案
内
に
興
味
が
あ
る
方

は
『
里
山
ガ
イ
ド
』、
子
ど
も
達
に
自
然

の
こ
と
を
伝
え
た
い
方
は
『
学
校
団
体
対

応
ス
タ
ッ
フ
』、
昔
な
が
ら
の
田
ん
ぼ
の

活
動
に
興
味
が
あ
る
方
、
里
山
文
化
を
学

び
伝
え
た
い
方
は
『
里
山
協
力
隊
』
へ
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

�
（https://koshi-sato.com

）
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編集後記
　新年あけましておめでとうございます。
　収束の見えないコロナウイルスですが、折り
合いをつけながら活動を進めてまいります。本
年もよろしくお願いいたします。� （拓）

　幹線道路の大渋滞を引き起こし、除雪や雪下ろしに時間と体力を使い、通勤通学に危険が迫る雪氷
災害。雪について学び、雪害研究や雪に関する情報発信の現状を学ぶことで、雪氷災害から身を守る
ヒントをみつけようという講座です。雪氷防災研究センター研究員の伊藤陽一先生を講師にお迎えし、
雪の実態やメカニズムの研究状況、刻々と変化する気象状況の情報解析状況や発信状況などを解説し
ていただきます。

日時　2月5日（土）9：30～11：00／集合：緑の家
■講師　伊藤陽一氏（雪氷防災研究センター研究員）
■対象・募集
　里山の自然に興味のある方（中学生以上）　20名（先着順）

■参加費　￥300（保険料など）／こしじ水と緑の会会員は￥200
■お申込
　事務局まで参加される方のお名前、連絡先の住所、電話番号をお知らせ下さい。後日、詳しい
ご案内をお送りいたします。

■申込〆切　2月2日（水）
■お願い
　・参加にあたっては、新型コロナウイルス感

染症対策のため手指の消毒、マスクの着用
にご協力ください。

　・当日37.5℃以上の発熱や体調不良がある場
合、感染者との濃厚接触の可能性がある場
合、またご家族の中にこれらにあてはまる
方がいらっしゃる場合は参加をご遠慮くだ
さい。

※�コロナウイルス感染拡大の状況などにより、
中止となる場合があります。あらかじめご了
承ください。

冬のプログラムのご案内

里山自然教室「雪とのつきあい方」

ご寄附ありがとうございました
（2021年10月1日～11月30日、敬称略・順不同）

根本タマエ、山際岩雄、山際由布、平澤清子、吉原印刷（株）、
齊藤允昭、反町和夫、片岡ユミ子、（株）長建設計事務所、
野地英子、（株）グロー、坂田俊行、中西克人、市井昌子、
安達政晴、山崎知則、小林純子、松井進一、山崎文雄、
細田眞司、大塩正二、遠藤泰弘、金内正子、（株）陸送北越、
浅井秀雄、越後門出和紙、永井功夫、永井眞紗子、
荻原彩子、平澤修、駒形哲也、金安健一

　会 員 動 向　（2021年11月30日現在）
会員470（個人407、法人63）
引き続き、ご支援のほど宜しくお願い致します。

画／松井了


